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H-835・H-845・H-855

ストップなし
本体は一方180°開き
左右勝手あり

本体は一方
180°開き
左右勝手あり

ストップ付
本体は一方120°開き
90°ストップ
左右勝手あり

本体移動調整型

納まり図は58ページ

納まり図は62ページ

注）１. H-835及びH-845のストップなしには95°以上開かない角度制限タイプもあります。（オプション）
ご注文の際は、品番の後に-95°を付けて下さい。　発注例 ： H-835-95°

２. トップピボット逆取付もあります。（オプション）P.40をご参照下さい。
ご注文の際は、品番の後にトップ逆付を付けて下さい。　発注例 ： H-845 トップ逆付

３. 石張りフロアヒンジ（Ⅰ）､じゅうたん張りフロアヒンジ（Ｊ）はP.37･38をご参照下さい。
４. ZⅡ型・ZⅢ型トップピボットはP.40をご参照下さい。　５. 通線用トップピボット・GM型トップピボットはP.40をご参照下さい。
６. 左右勝手があります。

適用ドア寸法
DW×DHmm

ドア重量
kg以下 備　考品　番

F-835
F-845
F-855
F-865

1200×2400

1500×2400

2200×2400

3000×2400

110

185

280

400

（中心吊り）

F-835・F-845・F-855・F-865
防火ドア用

ストップなし ストップ付
適用ドア寸法
DW×DHmm

ドア重量
kg以下 備　考

品　番

本体移動調整型

H-835
H-845
H-855

HS-835
HS-845
HS-855

950×2100

1050×2400

1200×2400

110

185

280

ドア上部・本体移動調整型

H-835 ZⅡ
H-845 ZⅡ
H-855 ZⅢ

HS-835 ZⅡ
HS-845 ZⅡ
HS-855 ZⅢ

950×2100

1050×2400

1200×2400

110

185

280

一般ドア用

（中心吊り）

注）１. トップピボット逆取付もあります。（オプション）P.40をご参照下さい。
ご注文の際は、品番の後にトップ逆付を付けて下さい。　発注例 ： F-835 トップ逆付

２. 通線用トップピボットはP.40をご参照下さい。
３. 左右勝手があります。

■特長
● 浅いスラブに対応する薄型タイプ。
● 閉扉速度調整は2バルブ方式。
● 本体移動調整型。
　 ドア幅方向調整はドア吊込み後
　 でも可能。
● ZⅡ型・ZⅢ型トップピボットはドア
　上部移動調整型。
　ドアと竪枠の隙間（チリ）はトップ
　ピボットドア側で調整可能。
　（ドア幅方向調整）
● 左右勝手があります。

GRADE
※F-865を除く

９０°１２０°

１８０°

H-835
トップピボット

上枠側

ドア側
ＺⅡ型

トップピボット

上枠側

ドア側

アーム

国土交通大臣認定番号
CAS-0257（旧CAS-0002）

「社団法人日本サッシ協会」は旧CAS-0002を新たに
CAS-0257として認定取得されました。
構造・運用などにつきましては、「社団法人日本サッシ
協会」及び「社団法人日本シャッター・ドア協会」に
お問い合せ下さい。

■防火設備　危害防止措置の義務づけ
　建築基準法施行令 第１１２条 関係の改正により、
　新たに防火ドアの閉鎖、又は作動時の安全性確認が
　義務づけられました。

　改正の概要（平成１７年１２月１日 国土交通省告示 第１３９２号）
　①閉鎖作動時の運動エネルギー（（１/２）MV２）が
　　１０J以下であること。
　　M: 防火設備の質量（kg）
　　V: 防火設備の閉鎖作動時の速度（m/s）
　②当該防火設備の質量が１５kg以下であること。又、
　　質量が１５kgを超えるものにあっては、水平方向に
　　閉鎖するもので閉じ力が１５０N以下であること、
　　もしくは周囲の人と接触した場合に５cm以内で停止
　　すること。

新たに義務づけられる安全性能
　● 運動エネルギーが１０J以下であること。
　● 閉じ力が１５０N以下であること。

確認資料はドアクローザ工業会のホームページを
ご参照下さい。（http://www.dcma.jp）
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■力とドアの大きさとの関係

■左右勝手

ドアの大きさ・重量を基準に最適なものを選んで下さい。詳細は各品番をご参照下さい。
風の強い場所に使用される場合は、１ランク上の品番をご検討下さい。

一方開きドアには左右勝手があります。
● 右開き（右勝手）̶ ドアを押して右に開く場合
● 左開き（左勝手）̶ ドアを押して左に開く場合

フロアヒンジは、長年ご使用頂けるよう、耐久性に優れています。
周囲の状況やドアの種類、大きさ等に合った最適なものをお選び下さい。
ドアや壁及びフロアヒンジの破損防止の為、
ドアを最大に開いた位置に戸当り（別途）を設置して下さい。

■吊込み方法・開き角度

  90°開き

120°開き

内外自由開き

一方開き

一方開き

30・40

H-501・511・522
H-1300・1400
A-1300・1400
A-1500・1600

E-130・140

E-511・522
E-1300・1400
G-1300・1400
G-1500

H-505・515・525
H-835・845
H-855

F-835・845
F-855・865

E-835・845

180°開き

180°開き
偏芯   

O-835・845
O-855 O-835G・845G

2250・2350
2450・2550

一般ドア用 強化硝子ドア用

中心吊り

持出吊り

防火ドア用

  120°開き

  180°開き

ドア幅（DW）寸法が小さい場合、ドアを開くのが重くなります。
又、フランス落しを使用する場合は、フロアヒンジと重ならないように注意して下さい。

左開き（左勝手）

開き方向

右開き（右勝手）
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フロアヒンジ 注意事項

● 本体を竪枠と平行にする

● 本体を固定する
　本体をモルタルにて固定する前に、プレート取付ネジの頭にモルタルが詰まらないようテープにて養生して下さい。

● アームの締付け
　アームの締付け不足は音鳴り、ガタツキの原因になります。しっかり締付けて下さい。

中心吊り 持出吊り中心吊り 持出吊り

竪
枠

竪
枠

竪
枠

竪
枠

モルタル

※ＯＡフロアの場合は、フロアヒンジ本体の固定用台座(別途)を設置して下さい。

※溶接後、溶接部分に防錆処理をする。
　四方隙間にモルタルにて固定する。

★印は溶接箇所（５箇所）

竪
枠

竪
枠

アンカー

①溶接固定の場合 ②モルタル固定の場合

※四方隙間にモルタルにて
　固定する。

主軸

テープ

● 戸当り（別途）の設置
　一方開き用フロアヒンジには押し代がついています。
　ドアを閉めた時に、反対側へ約5°行き過ぎて停止しますので、
　必ず戸当り（別途）を設置して下さい。

● 高さ調整
　ライナー等を使用し主軸は削らないで下さい。

ドア

■取付時の注意
● 水平レベル
　本体の水平を出して下さい。

● トップピボットの取付（持出吊り）
　必ず平行を守って下さい。

竪
枠 主軸 水平器

強化硝子ドア用

ドア幅方向の平行を出す。

防火ドア用一般ドア用
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強化硝子ドアは、硝子が割れると上框が落下する恐れがあり大変危険ですので、
下記手順でドアを吊込み、安全を確認して下さい。

■上框落下防止について

■ドア倒れ防止安全確認方法（フロアヒンジ・オートパワーヒンジ・ピボットヒンジ）

ドア吊込み後、ドアがトップピボットで確実に保持され、倒れ等の事故につながらないように、
その安全性を確認する方法です。必ず確認して下さい。

● GM型トップピボット ● TP-2000E・TP-4000E
　トップピボット

一般ドア用 スチールドア用 防火ドア用

トップ軸がトップピボット（ドア側）に完全に入り込むよう
トップ軸操作ネジが回らなくなるまで締込んで下さい。
トップ軸の操作確認板がおりているか確認窓からチェック
して下さい。

トップ軸

受金具

確認窓

トップ軸操作ネジ

トップ軸の操作確認板

この状態ならOK この状態なら危険です

トップ軸がトップピボット（ドア側）に完全に入り込むよう
トップ軸操作ネジが回らなくなるまで締込んで下さい。
トップ軸の操作確認板がおりているか確認窓からチェック
して下さい。

この状態ならOK この状態なら危険です

確認窓

この状態ならOK この状態なら危険です

トップ軸をトップピボット（ドア側）と同面になるまで締込んだ後、
抜止めセットネジをしっかりと締込んで下さい。

トップ軸

抜止めセットネジトップピボット（上枠側）

トップピボット（ドア側）

抜止めセットネジは完全に取外してからトップ軸を
操作して下さい。

トップ軸の操作確認板
確認窓

トップ軸の操作確認板
確認窓トップ軸

トップ軸

トップ軸操作ネジ

トップ軸操作ネジ

確認窓 確認窓

中心吊り

持出吊り

強化硝子ドア用

中心吊り

持出吊り

確認窓

上框
トップ軸抜止めセットネジ

トップ軸

上框落下防止ネジ

軸受け

上框落下防止ネジ

トップ軸溝

軸受け

トップ軸

3m
m

上部サイド穴

上框

トップ軸の操作確認板

トップ軸操作ネジ

確認窓

3m
m

1.上部チリ寸法が3mmになるようにドアを吊込み、トップピボット上枠側（上框落下防止
対策品）のトップ軸をドア側の軸受けに挿入して下さい。挿入確認は右図参照。
2.上框の上部サイド穴（10φ）から、プラスドライバーで下図トップ軸の溝にネジがはまり
こむように、上框落下防止ネジを締込んで下さい。
3.上框落下防止ネジを締込み後、トップ軸操作ネジでトップ軸を上下させて上へ抜けないか
確認して下さい。

1.上部チリ寸法が3mmになるようにドアを吊込み、トップ軸（上框落下防止対策品）を
軸受けに挿入し締込んで下さい。
2.トップ軸抜止めセットネジをしっかりと締込んで下さい。
3.挿入したトップ軸の先端部にねじ込まれている上框落下防止ネジを、5mmほど引出して
下さい。

木製ドア用
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（防水性能を発揮させる為に以下の内容を厳守して下さい。）■施工及び取付においての注意事項 防浸形

● フロアヒンジの据付け方法 ● フロアプレート取付ネジの締付け方法

USH-1300
USE-1300 シリーズ

US-2000シリーズ

※ 下記内容のシールが
　 フロアプレート養生シート上に
　 貼付けてあります。

※ 下記内容のシールが
　 主軸部一体型パッキン上面に
　 貼付けてあります。

① トップピボット（上枠側）とトップピボット（ドア側）に
付いている保護カバーを外し、トップピボット（ドア
側）の軸穴の 黄色印 が吊元側に向いているか
確認して下さい。

注）本体には左右勝手があります。

② ドアの吊込みは30°以内の位置で行って下さい。（一度外した場合は、外した位置
から30°以内で吊込んで下さい。）開き角度が小さい程、トップ軸はスムーズに入り
ます。トップピボット（ドア側）の軸穴をトップ軸の真下の位置に合わせ、マイナスドライ
バーでトップピボット（上枠側）のトップ軸操作ネジを回し、トップ軸を下げて下
さい。トップ軸がトップピボット（ドア側）に完全に入り込むようトップ軸の操作
ネジが回らなくなるまで締込んで下さい。完全に入り込まないと通電しません。

※TP-2000Eは特にトップピボット
　（ドア側）の金物がドア上面から出
　ているため、ドアをずらして吊込
　もうとするとトップ軸とひっかかり
　吊込みにくい場合があります。

※位置がずれている場合はラジオ
　ペンチ等で位置を調整して下さい。

吊元

黄色印

黄色印

３０°以内

３０°以内

本図は右開き用を示す。

マイナス
ドライバー

トップ軸
操作ネジ

吊元側

保護カバー

左勝手

右勝手

吊元側

※

左右勝手

右 左

■ドア吊込み方法（TP-2000E・TP-4000E）


